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＜はしがき＞

サンゴ礁域に分布するホヤにはプロク□□ンと呼ばれる原核性藻類と共生する

ものが知られている。この宿主であるホヤは全てジデムニ（ウスボヤ）科に属す

る群体性ホヤである。脊索動物では唯一のユニークな光共生系は、共生に関わる

様々な生物学的側面から魅力的な研究対象であると同時に、多様な生理活性物質

のソースとしての重要性も備えている。しかし、本邦におけるプ□ク□□ン共生

ホヤの分布'債報は断片的なものに留まっており、研究基盤としての分類学的研究

が必要であった。近年我々が沖縄島・西表島より１０種以上のプ□ク□□ソ共生

ホヤを確認し、未記載種も発見したことで、琉球諸島におけるプ□ク□□ン共生

ホヤの分布を明らかにしてゆくことの重要性が認識されるようになった。

今回我々は､八重山諸島､奄美大島、トカラ列島、父島(小笠原諸島)、屋久島・

種子島で採集調査を行い、琉球および小笠原における共生性ホヤの分布状況の概

観を得るとともに、一部の種については分布北限を示した。また、共生性

Dipbsoma属２種について新種記載を行なった。さらに、ホヤと藻類の共生成立

と多様化の歴史を理解する目的で、宿主ホヤの分子系統学的検討（共同研究とし

て実施）や世代間の共生藻伝搬（垂直伝播）過程の記載を行なった。

ホヤープ□クロロンのような光共生系の分布を制限する環境要因としては、温

度と光が重要であると考えられる。亜熱帯に位置する琉球においては熱帯と較べ

て年間の温度差が大きいことから、宿主ホヤにおいて有性生殖の季節性が認めら

れることを明らかにした。また、光環境への適応として紫外線吸収物質

（mycosporine-likeaminoacids)に注目し､棲息深度や宿主ホヤのcolormorph

による含薑の比較を行なった（共同研究として実施)。
～「．．．．】↑．.
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口頭発表

広瀬裕一:熱帯産群体ホヤとP〉DCカノb'､〃（原核緑藻）の共生．曰本比較免疫学会第16回学術集会

シンポジウム.沖縄、2004年８月

広瀬裕一・赤堀真理恵．岡篇：ホヤノシラミは宿主の有性生殖を抑制する？FｸDchﾉbﾉ､"共生ホヤ

ＤＩＤ/bsomaWｸ巴ﾉ7sの場合．曰本動物学会第75会大会.神戸、2004年９月
岡篤・末次真優・広瀬裕一：沖縄島で発見されたプロクロロン共生ホヤの2未記載種．曰本動物

学会第75会大会.神戸、2004年９月．

YOkobori，Ｓ,，Kurabayashi,Ａ､，Neilan，ＢＡ.，Maruyama,元，Hirose，Ｅ,：MoIecularphylogenyof

photosymbioticandnon-symbioticcolonialascidianinferredfroml8SrDNAsequences

suggestsmuItipIeoriginsoftheascidian-P〉ＤＣｶﾉbmnsymbiosis・The3rdlnternationalTunicate

Conference(SantaBarbara,California),July,2005．

広瀬裕一:ホヤープ□クロロン共生系とその進化．曰本動物学会第76会大会シンポジウム「無脊

椎動物と藻類の共生：多様性と進化」．つくば、2005年10月

横堀伸一・倉林敦・NeiIan,ＢＡ.・丸山正・広瀬裕一：１８SrRNA遺伝子の分子系統解析に基づ

くホヤープロクロロン共生の起源の解析．曰本分子生物学会第２７回年会.福岡､２００５年１２月

広瀬裕一・広瀬槙美子：プロク□ロン共生ホヤ７７ajdﾉﾋﾒe伽Ummmjat伽の胚発生における共生

藻の獲得．曰本動物学会第77会大会.松江、２００６年９月

櫛屈伸一・倉林敦・西川淳・山岸明彦・大島泰郎・広瀬裕一：尾索動物の１ＳＳｒＲＮＡ遺伝子に

基づく分子系統解析．曰本動物学会第77会大会.松江、２００６年９月

Hirose，Ｅ，AphotosymbioticascidianDidemnummolle：trans-generationaltransmissionof

photosymbiontsandcolormorphs、COEco-operativeInternationaISymposium11Tropocal

IsIandEcosystemsandSustainabIeDeveIopmentiv､Moorea,December2006．

研究成果による工業所有権の出願・取得状況

該当なし
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研究成果

研究成果のうち、既に論文発表したものについては、論文別刷を添付することで報告

に代える。同様に、雑誌に受理されているが印刷中のものや、現在投稿中のものについ

ては、雑誌のオンライン版を出力したものや、校正刷り、投稿原稿を添付することで報
告に代える。

上記に該当しない、分布調査の一部は以下に報告する。

『種子島・屋久島（薩南諸島、北琉球）における共生性ホヤの分布』

2004年９月に種子島・屋久島、200ｓ年S月に種子島の潮下帯においてスノーケリン

グによる採集調査を行った。採集地は屋久島２ケ所（春田浜，2004.9.1ｓ；塚崎、

2004.9.17）と種子島４ケ所（熊野、2004.914；竹崎、200Ｇ.S､9-10；島間、

200Ｇ.S・１０；浦田、200ｓ８．１１）である。

採集された共生種は下表の通りである。

種子島屋久島

春田浜塚崎熊野竹崎島間浦田

○

○
○
○

L店sDM77Umb/S17zitUm

叩ﾉbsomasm7肥

ｎＷ)1e"Ｓ

ＤＩﾌﾉbsDmasp.＊

○○

○
○○

○

*鯛孔数が上から6.7.6.5の群体で、末記載種と考えられる。

トカラ以南と比較して、種数．群体重ともに大きく減少している。Ljssoc肋um

bjs妨如ｍはトカラ以南では出現頻度の高い種であるが､今回は屋久島のみで記録され

ており、北限がこのあたりに相当する可能性がある。Dipbsoma属Ｓ種（未記載種１
種を含む）が種子島から採集されているが､全てトカラ以南からも分布が記録されてい
る種である｡今回の調査で分布する共生性ホヤが完全に枚挙できたとは考えられないが、
特に種子島における調査期間･地点はこれまでの奄美大島や中之島における調査と同程
度であり、当地で普通に分布するものは網羅できていると考えている。
種子島で採集された未記載種については､現在採集できている群体はいずれも胚を持
っておらず､記載に充分な分類形質が得られていない。同種は八重山諸島でも採集され
ており、広域に分布すると考えられるが､群体が小さいため見逃される事が多いのだろ
う。胚を保有する群体が得られた時点で新種記載を検討したい。

共生性ホヤの中では、わわsoma属の種が最も高緯度に分布していることになり、こ
れは共生性、わわｓｏｍａが串本（和歌山県）で記録されていることと矛盾しない。同様
に、大隅半島・志布志湾・室戸岬方面にも分布している可能性があり、機会が得られれ
ば今後も調査を進めたい。
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